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市
内
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
が
、
も
の
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
発
表
。
会
場

に
は
、
自
然
の
素
材
を
生

か
し
た
作
品
や
、
実
際
に

持
っ
て
遊
べ
る
作
品
な

ど
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

９
７
７
点
が
並
び
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の

中
に
、
児
童
や
生
徒
の
ア

イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品

に
思
わ
ず
笑
顔
を
こ
ぼ
す

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
南

丹
市
の
里
の
幸
を
生
か
し
た

「
食
」
を
、
市
内
外
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
「
食
の

祭
典
」
を
開
催
。

　
自
慢
の
加
工
食
品
や
、
鹿
肉

な
ど
地
元
の
食
材
を
生
か
し
た

料
理
を
販
売
す
る
多
く
の
店
が

軒
を
連
ね
、
訪
れ
た
方
の
お
腹

と
幸
せ
な
気
持
ち
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
加
工
食
品
コ
ン

テ
ス
ト
や
お
茶
に
合
う
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
開

催
。
地
元
の
食
材
や
、
そ
の
持

ち
味
を
生
か
し
た
優
秀
作
品
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
昼
食
時
に
は
、
園

部
吹
奏
楽
団
や
園
部
高
等
学

校
、
園
部
高
等
学
校
附
属
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
合
同
演
奏

会
が
催
さ
れ
、
迫
力
あ
る
演
奏

で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
加
工
食
品
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
10
作
品
の
中
か
ら
南
丹
彩

ク
ッ
キ
ー
（
作
：
菓
子
工
房
み

も
ざ
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

受
賞
作
品
は
、
市
の
推
奨
ラ
ベ

ル
を
貼
っ
て
一
般
に
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
茶
に
合
う
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
の
洋
菓
子
部
門
で

は
、
日
吉
町
胡
麻
で
手
に
入
る

柿
や
黒
ご
ま
な
ど
、
素
材
に
こ

だ
わ
っ
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

（
作
：
芦
田
範
子
）
が
、
ま

た
、
和
菓
子
部
門
で
は
、
市
内

で
採
れ
た
栗
や
ご
ま
の
プ
チ
プ

チ
感
を
生
か
し
た
団
子
（
作
：

山
崎
真
季
）
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
を
受
賞
。
受
賞
作
品
は
、

ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ
や
お
も
て
な

し
茶
席
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　
南
丹
市
の
名
所
、
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
す
る
里
の
秋
め
ぐ
り
マ

ッ
プ
。
「
食
」
べ
る
、
「
遊
」

ぶ
、
「
見
」
る
、
「
触
」
わ
る

を
テ
ー
マ
に
赤
、
黄
、
青
、
緑

に
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
の
作
成
は
、
昨
年
度

か
ら
企
画
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ス
タ
ー
ト
。
以
降
、
マ
マ
さ
ん

リ
ポ
ー
タ
ー
、
ミ
ド
ル
リ
ポ
ー

タ
ー
、
学
生
リ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

約
50
人
の
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

が
、
約
１
０
０
カ
所
を
取
材
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
取
り

入
れ
、
南
丹
市
の
と
っ
て
お
き

の
名
所
、
ス
ポ
ッ
ト
２
０
６
カ

南
丹
市
な
ら
で
は
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
グ
ル
メ
を
堪
能

市民の皆さんから寄せられた

　　　が盛り

だくさん！

食
の
祭
典

10
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
周
辺

南
丹
市
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

工
房
と
里
の
秋
め
ぐ
り「
里
の
秋
マ
ッ
プ
」

■
我
が
校
の
も
の
づ
く
り
展

10
月
29
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）
　南
丹
市
園
部
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
日
産
リ
ー
フ
（
電
気
自

動
車
）
を
市
の
公
用
車
と

し
て
導
入
し
た
こ
と
に
伴

い
、
側
面
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
。
市
内

各
小
・
中
学
校
、
支
援
学

校
な
ど
か
ら
1
6
0
点
の

個
性
豊
か
な
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
園
部
小
学

校
５
年
の
和
田
光
結
さ
ん

が
最
優
秀
賞
。
リ
ー
フ
は
、

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」

や
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

市
内
外
を
走
っ
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

　（
電
気
自
動
車
試
乗
体
験
）

■
子
ど
も
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

　（
電
気
自
動
車
試
乗
体
験
）

10
月
30
日
（
日
）
　南
丹
市
国
際
交
流
会
館
駐
車
場

　
全
国
初
と
な
る
え
ん
ぴ

つ
け
ず
り
大
会
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
京
都
匠
塾
」
と
の

協
働
事
業
と
し
て
開
催
。

東
京
な
ど
遠
方
か
ら
の
参

加
者
も
あ
り
、
小
学
生
の

部
と
中
学
生
以
上
の
部
、

合
わ
せ
て
99
人
が
参
加
。

審
査
は
、
仕
上
が
り
の
美

し
さ
を
競
い
合
い
、
摩
気

小
学
校
６
年
の
山
内
梨
恩

さ
ん
が
小
学
生
の
部
の
初

代
王
者
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
１
回
全
国
え
ん
ぴ
つ
け
ず
り
大
会

11
月
５
日
（
土
）

　南
丹
市
国
際
交
流
会
館

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
京
都
匠

塾
」
と
協
働
で
開
催
。
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
若
手

工
芸
家
の
皆
さ
ん
が
、
自

身
の
傑
作
を
堂
々
と
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
売
り

上
げ
の
一
部
は
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
「
30
年
後
の
も

の
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
京
都
匠

塾
代
表
の
高
橋
さ
ん
は

「
工
芸
職
人
も
、
つ
く
る

だ
け
で
な
く
積
極
的
に
活

動
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

■
伝
統
工
芸
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
南
丹
工
芸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月
６
日
（
日
）

　南
丹
市
国
際
交
流
会
館

所
を
集
約
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
投

稿
を
募
り
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
は
、
リ
ポ
ー
タ
ー
の

感
想
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い

る
な
ど
、
と
て
も
温
か
み
が
伝

わ
っ
て
く
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

宝
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